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ワークショップ 外国語教育におけるMoodle の活用
日時：9月 24 日（土曜日）13：30〜15：30
場所：中央教育研究棟 5階 504 教室
講演者：原島 秀人氏（前橋工科大学 准教授）
日本ムードル協会（Moodle Association of Japan）会長
外国語を身につけるためには、目標となる言語に対して強い関心や興味、高
い意欲を持ちつづけながら、毎日継続的に学習することが重要であるが、本学
の学生がそのような形で外国語学習を続けることができるようにするため、平
成 23 年度に戦略枠予算が認められ、外国語授業支援及び学習支援のための学
習管理システム（Moodle）を導入した。このMoodle は通常の対面授業をオン
ライン（ネット経由）で支援するウェブシステムで、学生は授業中あるいは授
業以外の時間（たとえば自習室や自宅などから）に、Moodle 内の授業ページに
アクセスして外国語の学習を継続（復習・予習等）することができる。
Moodle の習熟とそのさらなる活用をめざすため、外国語教育研究センター
では日本ムードル協会会長の原島秀人先生をお招きし、外国語教育において
Moodle を使う意義やその具体的な活用方法について講演をしていただいた。
原島先生はMoodle が初めて日本に紹介された時からこのシステムを外国語教
育に取り入れ、研究や日々の授業に生かしている。
講演ではまずMoodle とは何か、そして、それを外国語教育に活用する哲学
的・教育的意義について説明され、その後で実際の授業でMoodle をどのよう
に活用しているかについて具体例をもとに紹介された。そして、現在取り組ん
でいる最新の研究についても言及されたが、そこでは様々な大学に設置されて
いるMoodle サーバーをインターネット上で結び、その中で学生同士が自由に
英語で意見交換やディスカッションが行えるシステムを構築し、これによって
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学習者同士が英語でコミュニケーションすることによってお互いを知り、学び
合える協同学習の場を提供することができたとのことである。今後のMoodle
の動向としては、こうした協同学習とともに、最近爆発的なスピードでシェア
を伸ばしているスマートフォンやタブレットのような携帯デバイスでMoodle
にアクセスすることによって、いつでもどこでも学習が可能となるとのことで
ある。最後に、2.1 となるバージョンアップされたMoodle の可能性についても
述べられた。
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